
６－５  ５／６時の指導計画 
(1) 目  標 

書いた文章を読み返し，語句や文の使い方，段落相互の関係などに注意して，読みやすく分か

りやすい文章にすることができる。 

 (2) 展  開  ※本時における最終的な評価は，授業後に回収した振り返りシート等によって行

う。 

 
学習活動 教材 

資料 
○指導上の留意点 

◆ＩＣＴ活用の場面 

評価規準と評価方法 
◇形成的評価による個別指導

導 
 

入 

１ 前時の学習を振り返り，

本時の目標を確かめる。 
学習計画

表 
○前時に学んだことを２～

３名に発表させる。 
○本時の目標を斉読によっ

て確認させる。 
 
 
 

 
 

 

２ 構成表を基に，それぞれ

の項目を何字程度で書くか

見当を付けて意見文の下書

きをする。 
 
 
３ グループで《推敲の観点》

を基に意見文を読み合う。 
〔手順〕 
 １） 語句や文の使い方，

段落どうしの関係など

に注意しながら自分で

読み返す。 
 ２） グループで推敲の観

点を基に意見文を読

み，気が付いたことを

付箋に書いて作品に貼

る。 
   ・よい点…青色 
   ・改善点…ピンク色 
３） グループの作品につ

いて，質問をしたり意

見を述べたりして，推

敲を深める。 

ワークシ

ート④ 
原稿用紙 
 
 
 
意見文の

下書き 
振り返り

シート 
付箋 
学習の手

引き「書く

こと」③

「推敲に

強くなる 
！」 
 

〇構成表を基に，１文 35 字

から 40 字程度，全体で

600 字程度の意見文を書

かせる。 

〇原稿用紙の使い方に従っ

て下書きを書かせる。 
◆《推敲の観点》を電子黒

板で提示しておく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇活動が滞っている生徒に

は，《推敲の観点》のいくつ

かについて具体例を示して

活動を促す。 

書いた文章を読み返し，語句や文の使い方，段落相互の関係などに注意して，読みやすく

分かりやすい文章にしよう 

Ｃの状況の生徒への手立て

《推敲の観点》 
１立場や意見は明確にな

っているか。 
２根拠は具体的に書かれ

ているか。 
 ・納得のいくものか。

 ・他に適切なものはな

いか。 
 ・並べ方は適切か。 
３構成や展開は適切か。

４予想される反論とそれ

に対する意見が書かれ

ているか。 
５根拠と予想される反論

とに「共通性」があり，

意見文にまとまりがあ

るか。 



 
 
 

展 
 
 

開 

４ グループからの意見を基

に，意見文を読み返す。 
 
〔手順〕 
 １） 付箋を整理しながら

推敲を深める。 
 
 ２） 表現を書き改めると

ころを振り返りシート

に書く。 
 
 ３） 意見文の下書きに加

除修正の書き込みをす

る。 

意見文の

下書き 
振り返り

シート 
 

 

 

 

 

〇グループでの話し合いと

照合させながら付箋に書

かれた内容を整理させる。

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

ま
と
め 

５ 学習計画表の「振り返り」

の欄に色を塗り，「学んだこ

と・感想」を書く。また，

次時の「目標」を確かめ，

見通しをもつ。 

学習計画

表 
○目標に応じて学習内容が

どうであったかを考えて

振り返るように促す。 

○板書を参考にして学んだ

ことを書かせる。 

○次時は，学級で意見文を

読み合うことを確認す

る。 

 

［書②］書いた文章を読

み返し，語句や文の使い

方，段落相互の関係など

に注意して，読みやすく

分かりやすい文章にして

いる。【意見文の下書き】

【振り返りシート】 

振り返りシートに表現を

書き改めるところを書い

て意見文を読みやすく分

かりやすい文章にする修

正をしている状況を「おお

むね満足できる」状況（Ｂ）

と判断する。 

指導者が気付いた改善点

について指摘し，例を示

して加除修正をさせた

り，改善をした方がよい

部分が該当する《推敲の

観点》を例示して改善点

がないか考えたりさせ

る。 




